「やうてう」私注 by 伊海 孝充
「やうてう」私注
著者 伊海 孝充
出版者 法政大学国文学会
雑誌名 日本文学誌要
巻 84
ページ 41-48
発行年 2011-07
URL http://hdl.handle.net/10114/9468
｢やうてう」私注
能
〈
清
経
〉
に
は
、
笛
方
の
習
事
で
あ
る
小
書
「
恋
音
取
」
が
あ
る
。
荘
重
な
笛
の
音
色
に
導
か
れ
る
よ
う
に
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
登
場
す
る
シ
テ
の
姿
は
、
清
経
と
笛
と
の
緊
密
性
を
雄
弁
に
語
っ
て
い
る
。
ただし、〈清経〉の物語の中心は、形見の「髪」をめぐる夫婦
の遣り取りであり、詞章の中に「笛」に関する語が見えるのは、
次の箇所だけである。
腰よりやうてう抜き出だし、音も澄みやかに吹き鳴らし（六
段［クセ］）
こ
の
「
や
う
て
う
」
は
「
横
笛
」
と
い
う
字
が
宛
て
ら
れ
、
「
笛
」
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
横
笛
」
は
、
一
般
的
に
「
ヨ
コ
ブ
エ
」
も
し
く
は
「
オ
ウ
テ
キ
」
と
読
む
は
ず
で
あ
り
、
「
ヨ
ウ
ジ
ョ
ウ
」
と
い
う
読
み
方
は
か
な
り
特
殊
で
あ
る
。
は
じ
め
に
「やうてう」私注
「
よ
う
じ
よ
う
（
や
う
で
う
と
の
語
を
辞
書
で
引
く
と
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
歴史的かなづかいは「やうでう」とも。「横笛」の字音「お
う
て
き
」
が
「
王
敵
」
に
通
じ
る
の
を
忌
ん
で
読
み
か
え
た
も
の
と
いう。（「日本国語大辞典壱
このように、「王敵」を忌んだ読み方として、「ヨウジョウ」が
生
ま
れ
た
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
の
説
の
初
出
は
そ
れ
ほ
ど
古くない。
平
家
談
よ
う
で
う
按
ず
る
に
、
永
保
元
年
二
月
十
日
水
左
記
改
元
ノ
條
云
人
々
申
云
永
長
対
馬
音
似
笛
名
、
こ
れ
證
と
す
る
に
足
ル
、
わ
う
て
き
と
云
へ
ば
其
音
王
敵
に
通
ず
る
を
以
て
の
義
歎
、
猶
後
考
を
俟
含
錦
所
談
乞
こ
の
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
の
序
を
も
つ
山
田
以
文
撰
・
山
田
有
年
編
の
随
筆
が
、
王
敵
忌
諄
説
の
初
出
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
江
戸
後
期
に
見
ら
れ
る
説
の
信
愚
性
は
、
当
然
問
題
と
な
る
は
ず
で
あ
り
、
。
王
伊
海
孝
充
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「
横
笛
」
を
「
ヨ
ウ
ジ
ョ
ウ
」
と
読
む
例
は
、
意
外
と
古
く
か
ら
あ
る
。
鎌
倉
時
代
に
は
成
立
し
た
と
さ
れ
る
十
巻
本
「
伊
呂
波
字
類
抄
」
に
は
「
横
笛
」
を
立
項
し
、
「
ヰ
ャ
ウ
チ
ャ
ウ
」
と
振
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
文
学
作
品
の
中
に
も
用
例
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
箏
の
こ
と
か
き
な
ら
さ
れ
た
る
、
ゐ
や
う
定
の
吹
き
す
ま
さ
れ
た
る
は、何ぞの春とおぼゆかし。ｓ更級日記』。日本古典文学大
系本（西下經一氏校注、岩波書店、一九五七年）による。）
ま
き
こ
君
の
横
笛
（
伊
海
注
血
底
本
は
「
や
う
ぢ
や
う
」
）
吹
あ
は
せ
給へる音は、雲居にすみのぼりて…（『夜の寝覚』。日本古
典
文
学
大
系
本
（
阪
倉
篇
義
氏
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
）
に
よ
る。）
『
更
級
日
記
』
は
「
ジ
ャ
ウ
」
の
音
の
借
字
と
し
て
「
定
」
を
用
い
て
お
り
、
「
夜
の
寝
覚
』
の
底
本
は
「
や
う
ぢ
や
う
」
と
仮
名
書
き
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
平
安
時
代
末
期
に
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
作
敵」に古い用例が少なく、疑問。」（福田晃氏・小林美和氏・佐伯
真一氏校注『平家物語上』（三弥井古典文庫、二○○○年））という
見解も示されている。
本稿は、この「やうてう」の意味をめぐる私的注釈である。
この語句は、能〈清経〉と本説である「平家物語」のほかに、
「義経記』に見られる程度である。この語が各作品でどのよう
に
理
解
さ
れ
て
き
た
の
か
を
考
察
し
、
「
や
う
て
う
」
が
「
横
笛
」
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
を
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。
、
「
ヨ
ウ
ジ
ョ
ウ
」
の
用
例
品だが、「平家物語』や能を遡る用例であるかは慎重に考える
必要がある。「更級日記」は定家自筆本を底本としているが、
明
治
に
な
っ
て
そ
の
存
在
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
『
夜
の
寝
覚
』
の
引
用
本
文
は
、
近
世
初
期
筆
の
松
平
文
庫
本
を
底
本
と
し
て
お
り
、
他の伝本の成立もすべて近世を下るものである。平安・鎌倉時
代
に
は
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
本
文
に
「
や
う
ぢ
や
う
」
と
い
う
語
が
あ
っ
た
か
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
の
は
、
「
義
経
記
」
の
例
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
室
町
時
代
中
期
ご
ろ
の
成
立
と
目
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
「
や
う
て
う
」
が
五
例
も
存
在
す
る
（
以
下
、
本
文
は
便
宜
的
に
日
本
古
典
文
学
大
系
本
（
岡
見
正
雄
氏
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
九
年
）
を
挙げる）。１あ
と
を
も
弔
へ
か
し
と
お
も
は
れ
け
れ
ば
、
漢
竹
の
横
笛
と
り
出
し
、
半
時
ば
か
り
吹
き
て
、
音
を
だ
に
あ
と
の
形
見
と
て
、
泣
くノー鞍馬を出で給ひ…（巻第一「遮那王殿鞍馬出の事」）
２
折
烏
帽
子
の
片
々
を
き
っ
と
引
立
て
て
、
松
風
と
名
づ
け
た
る
漢竹の横笛を持ち、袴の稜高らかに引上げ…（巻第六「静
若宮八幡宮へ参詣の事）
３
「
学
問
の
み
に
も
候
は
ず
、
横
笛
に
於
て
は
日
本
一
と
も
申
す
べし」と一百ひければ…（巻第七「平泉寺御見物の事」）
４
御
髪
尋
常
に
結
ひ
な
し
て
、
赤
木
の
柄
の
刀
に
彩
み
た
る
扇
差
し
添
へ
て
、
御
手
に
横
笛
持
ち
て
御
出
で
あ
る
。
（
同
右
）
５
琵
琶
を
ば
念
一
殿
の
前
に
置
き
、
笙
の
笛
を
ば
弥
陀
王
殿
の
前
に
置
き
、
横
笛
は
判
官
の
御
前
に
置
き
…
（
同
右
）
義
経
（
牛
若
）
と
笛
と
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
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｢やうてう」私注
あ
り
、
笛
の
描
写
は
各
巻
に
散
見
で
き
る
が
、
こ
れ
を
「
や
う
で
う
」
と
呼
ぶ
の
は
、
こ
の
五
箇
所
の
み
で
あ
る
。
『
邦
訳
日
葡
辞
書
」
に
は
、
目
？
四口（ヤゥヂュゥ（横笛）司昌の（笛）に同じ。笛）のほかに、
○四口の豆２口。］・囚。（カンチクノョゥヂョゥ（漢竹の横笛）こ
の
名
で
呼
ば
れ
た
笛
）
を
立
項
し
て
い
る
よ
う
に
、
１
．
２
の
「
漢
竹
の（１）
横笛」という表現は、中世ではかなり流布していたようである。
本
来
、
「
義
経
記
」
で
は
こ
の
「
漢
竹
の
横
笛
」
と
い
う
表
現
の
み
に
「
や
う
で
う
」
が
使
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
巻
第
七
に
は
三
箇
所
も集中して、「横笛（やうでう）」が使われているが、この表現
は
古
態
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
田
中
本
や
赤
木
文
庫
本
な
ど
に
は
見
ら
れ
ず
、
３
～
５
は
、
単
に
「
笛
（
ふ
ゑ
こ
と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
義
経
記
』
は
、
各
巻
ご
と
に
異
な
っ
た
生
成
過
程
を
踏
ん
だ
と
い
う
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
巻
第
七
「
平
泉
寺
御
見
物
の
事
」
に
見
え
る
「
や
う
で
う
」
は
、
後
出
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
や
う
で
う
」
が
「
笛
」
の
異
称
で
あ
る
と
い
う
理
解
が
広
ま
る
過
程
で
、
本
来
、
単
に
「
笛
」
と
あ
っ
た
表
現
に
「
や
う
で
う
」
が
入
り
込
む
ケ
ー
ス
は
、
大
い
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
「義経記』は成立時期には、いまだ多くの問題があるが、「漢
竹
の
横
笛
」
と
い
う
表
現
は
室
町
時
代
中
後
期
に
は
流
布
し
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
、
文
脈
か
ら
こ
れ
が
「
笛
」
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
て
も
、
こ
れ
に
ど
の
よ
う
な
漢
字
を
宛
て
る
べ
き
な
の
か
と
い
う
理
解
は
、
そ
れ
ほ
ど
広
が
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
掲
の
「
邦
訳
日
葡
辞
書
」
が
「
漢
竹
の
横
笛
」
を
笛
の
一
種
と
し
て
理
解
し
て
い
る
の
も
そ
の
一
例
で
あ
る
が
、
管
見
に
入
っ
た
限
り
、
「
義
経
記
』
諸
本
は
写
本
・
版
本
含
め
て
「
横
笛
」
を
宛
て
る
も
の
は
な
く
、
す
べ
て
平
仮
名
で
「平家物語」諸本の中で、「やうてう」は主に読み本系統の巻
（２）
第一ハ「小督」・巻第八「大宰府落」に見られる。
ひ
か
へ
て
是
を
き
画
け
れ
ば
、
す
こ
し
も
ま
が
ふ
く
う
も
な
き
小
督
殿
の
爪
音
な
り
。
楽
は
な
ん
ぞ
と
き
け
れ
ば
、
夫
を
お
も
ふ
て
こ
ふ
と
よ
む
想
夫
恋
と
い
ふ
楽
な
り
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
君
の
御
事
お
も
ひ
出
ま
い
ら
さ
せ
て
、
楽
こ
そ
お
ほ
け
れ
、
此
楽
を
ひ
き
給
け
る
や
さ
しさよ◎ありがたふおぼえて、腰よりやうでうぬき出し、
ち
シ
と
な
ら
ひ
て
、
門
を
ほ
と
ノ
ー
と
た
掛
け
ば
、
や
が
て
ひ
き
や
み給ひぬ。（「小督」）
小
松
殿
の
三
男
左
の
中
将
清
経
は
、
も
と
よ
り
何
事
も
お
も
ひ
い
れ
たる人なれば、「宮こをば源氏がためにせめおとされ、鎮
西
を
ば
維
義
が
た
め
に
追
出
さ
る
。
網
に
か
歯
れ
る
魚
の
ご
と
し
。
い
づ
く
へ
ゆ
か
ば
の
が
る
べ
き
か
は
。
な
が
ら
へ
は
つ
べ
き
身
に
も
あ
ら
ず
」
と
て
、
月
の
夜
、
心
を
す
ま
し
、
舟
の
屋
形
に
立
出
で
て
、
やうでうねとり朗詠してあそばれけるが…（「大宰府落」）
「
小
督
」
は
高
倉
院
が
寵
愛
し
た
小
督
を
、
笛
の
名
手
高
階
仲
国
が
嵯
峨
野へ探しに行く場面で、「源平盛衰記」の同一箇所今小督局事」）
（３）
に
も
「
や
う
て
う
」
が
見
ら
れ
る
。
「
大
宰
府
落
」
は
平
情
経
が
入
水
す
「やうてう」「やうでう」と記しているのである。
「
伊
呂
波
字
類
抄
」
の
例
も
あ
る
の
で
、
鎌
倉
時
代
に
は
「
ヨ
ウ
ジ
ョ
ウ」Ⅱ「横笛」という理解があったのは確実である。しかし、
そ
の
理
解
は
、
そ
れ
ほ
ど
広
く
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
｜｜、『平家物語」の「やうてう」
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白
く
ま
ひ
す
ま
し
た
り
、
少
将
は
や
う
ぢ
や
う
取
出
し
て
、
萬
秋
楽
の
秘
曲
を
吹
か
れ
け
り
長
門
本
の
成
立
に
は
諸
説
あ
り
、
他
の
用
例
と
の
前
後
関
係
は
俄
に
定
め
が
た
い
が
、
「
や
う
て
う
」
が
様
々
な
か
た
ち
で
「
平
家
物
語
』
の
中
に
流れ込んでいることを示す一例となっている。
こ
の
「
や
う
で
う
」
は
、
「
平
家
物
語
」
の
中
で
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
正
徳
元
年
（
一
七
一
二
以
前
成
立
の
野
宮
定
俊
著
「
平
家
物
語
考
証
』
に
は
「
狗
朝
葛
日
横
笛
和
訓
ヤ
ウ
デ
ウ
ャ
ウ
テ
ウ
ト
書
へ
シ
」
と
あ
る
。
こ
の
「
狗
朝
葛
」
は
、
鎌
倉
時
代
の
雅
楽
家
．
入
し
づ
ま
っ
て
後
、
や
う
で
う
ね
と
り
、
さ
う
ノ
ー
枯
な
ん
と
す
。
む
し
の
お
も
ひ
、
ね
ん
ご
ろ
よ
い
ふ
。
朗
詠
し
て
古
き
都
の
荒
ゆ
く
やうを今様にこそうたはれけれ。（八坂系諸本）
と
描
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
部
の
八
坂
系
諸
本
に
し
か
見
ら
れ
な
い表現なので、前述の『義経記』巻第七の例のように、「小督」
「
大
宰
府
落
」
に
使
わ
れ
て
い
た
表
現
が
転
用
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
思われる。
ま
た
、
長
門
本
巻
第
四
の
硫
黄
島
に
流
さ
れ
た
成
経
と
康
頼
が
、
「
本
官
」
に
参
詣
し
た
場
面
で
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
各
々
能
を
尽
さ
ん
と
て
、
少
将
に
拍
子
を
う
た
せ
奉
り
て
、
舞
を
面
る
場
面
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
、
笛
と
深
い
縁
の
あ
る
人
物
の
出
来
事
の
中
で、「やうでう」という表現を用いているのである。
「
平
家
物
語
」
で
は
、
他
に
も
八
坂
系
諸
本
第
二
類
（
城
方
本
）
や
百
二
十
句
本
の
巻
第
五
「
月
見
」
に
「
や
う
で
う
」
が
見
え
る
。
福
原
か
ら
京
へ
と
戻
っ
て
き
た
左
大
将
実
定
が
、
待
宵
の
小
侍
従
と
し
み
じ
み
と
月
を眺め、物語りした夜に今様を朗詠する場面で、
狛
朝
葛
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
彼
が
著
し
た
「
続
教
訓
抄
』
『
掌
中
要録』には、この説は見えない。定俊は本書編纂にあたり、「玉
葉
」
「
山
槐
記
」
と
い
っ
た
歴
史
史
料
な
ど
を
用
い
て
い
る
の
で
、
他
の
史
料
に
見
え
る
言
説
か
も
し
れ
な
い
が
、
管
見
に
入
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
説の情報源には問題があるにしろ、近世の注釈書には、「横笛」
説
は
散
見
で
き
、
あ
る
程
度
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
注
釈
書
成
立
以
前
か
ら
、
「
平
家
物
語
」
諸
本
の
中
で
は
、
「
横
笛」説を採用する伝本がある。享禄本（享禄三年（一五三○）
～四年奥書）・平松家本（室町時代写）・鎌倉本（江戸中期写）
が「小督」「大宰府落」の両方、両足院本（大永六年（一五二六）
頃写）・竹柏園本（室町時代末期写）が「大宰府落」のみ、「横
笛
」
と
い
う
表
記
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
百
二
十
句
本
で
は
、
「
大
宰
府
落
」
で
は
「
よ
こ
ふ
え
」
と
記
し
て
い
る
の
で
、
「
や
う
て
う
」
が
「
横
笛
」
で
あ
る
と
い
う
理
解
が
、
遅
く
と
も
室
町
時
代
後
期
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
と
な
る
。
しかし、その理解が広く定着していたとは言い難い。「横笛」
と記す伝本の中で、八坂系諸本第四類に属する両足院本以外は、
屋代本と覚一本系の中間的性格を有するといわれる諸本群で、
互
い
に
影
響
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
今
回
、
「
平
家
物
語
』
諸
本
は
すべて精査したわけではないので、他に「横笛」と記す本もあ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
「
や
う
て
う
」
Ⅱ
「
横
笛
」
と
い
う
理
解
は
、
ほ
ぼ
こ
の
一
部
の
諸
本
群
で
共
有
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
証
拠
に
、
版
本
で
は
こ
の
「
横
笛
」
説
を
採
用
し
た
本
は
な
い
。
「
平
家
物
語
」
は
慶
長
元
和
期
に
出
版
さ
れ
た
古
活
字
版
を
皮
切
り
に
、
整
版
本を含めると三十種程度が刊行されているが、そのすべてが「や
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｢やうてう」私注
能
の
な
か
で
、
「
や
う
て
う
」
と
い
う
語
は
〈
清
経
〉
の
み
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
語
の
意
味
は
、
能
の
中
で
は
か
な
り
早
い
段
階
か
ら
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。
豊
臣
秀
次
の
命
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
最
古
の
謡
曲
注
釈
書
『
謡
抄
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ヤ
ウ
デ
ウ
笛
ノ
名
ト
申
シ
ッ
タ
ュ
ル
也
。
但
、
字
未
考
得
ｓ
庶
民
文化資料集成能』伊藤正義校注、三一書房、一九七八年。）
こ
の
部
分
の
詞
章
は
「
や
う
て
う
抜
き
出
し
、
音
も
澄
み
や
か
に
吹
き
鳴
ら
し
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
文
脈
か
ら
も
「
笛
」
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
わ
か
る
。
『
謡
抄
』
は
、
ど
の
よ
う
な
字
を
宛
て
る
べ
き
か
は
わ
か
ら
なかったが、文脈から「笛ノ名」と判断したのだろう。『謡抄』
の影響が色濃く表れている享保十三年青地兼山序「百謡摘解』
で
も
「
笛
ノ
コ
ト
ナ
リ
ト
云
ツ
タ
ヘ
タ
リ
」
と
同
様
の
解
釈
が
見
ら
れ
る
が
、
江
戸
中
期
の
思
想
家
小
栗
了
雲
が
編
纂
し
た
『
小
栗
了
雲
謡
注
』
で
う
て
う
」
「
や
う
で
う
」
の
仮
名
書
き
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
中には、「楊笛」（両足院本・如白本）「楊条」（竹柏園本）な
ど
の
語
を
宛
て
る
写
本
も
あ
る
の
で
、
や
は
り
近
世
を
通
じ
て
「
や
う
て
う」の理解には混乱があったと考えられる。平曲譜本も同様で
あり、岩瀬文庫本などに「横笛」説が見られるが、ほとんどが
仮名書きである。現在では、多くの注釈書が王敵忌諒説を挙げ、
「横笛」を宛てているが、そう決める明確な根拠があるわけで
は
な
く
、
近
代
に
入
り
、
緩
や
か
に
そ
う
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
至
っ
た
観
がある。一一一、能〈清経〉の「やうてう」
は、
葉糠ハ笛ヲ云也太平御覧云黄帝伶倫ラシーァ昆渓ノ竹ヲ採テ笛ヲ製ス
吹レ之鳳ノ鴫ラナス云云
と「笛」と理解し、「葉糠」と字を宛て、『呂氏春秋」などに見
える音楽起源説に関係づける解釈も見られる。ただし、この段
階では「横笛」という字を宛てる説は、踏まえられていない。
謡曲注釈書に「横笛」説が見えるのは、享和三年（一八○三）
蘭馨亭刊の「謡語須知』であり、「よこ笛のこと也」とある。
これにはなぜ「ヨウジョウ」と読むのかは一一一一口及されていないが、
そ
の
六
年
後
の
文
化
六
年
に
加
賀
金
沢
で
内
組
百
番
分
が
編
ま
れ
た
「
謡
言粗志」（文化六年）には次のようにある。
麿
々
言
云
横
笛
ヲ
ヨ
ウ
デ
ウ
ト
云
事
或
人
云
昔
朝
鮮
人
対
馬
へ
来
テ
横笛ヲヨウテウト云シヲ対馬人聞伝ヘテ今二云ル也中山大
納言記二読ノカハリタルヲ書ルー対馬音二横笛ヲヨウデウ
ト
云
如
シ
ト
云
ヘ
リ
ト
ソ
云
云
『鱈々言』は寛延一一一年（一七五○）に刊行された松岡玄達の随筆
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
「
錦
所
談
』
に
見
え
る
記
事
に
類
似
し
た
説を挙げている。朝鮮人が横笛を「ヨウテウ」と呼んでいたと
いう説を挙げ、その呼び方が『中山大納言記』に見えると記し
（４）
ているのである。謡曲注釈語に、前掲の王敵己哩諌説は見えない
が
、
江
戸
後
期
に
は
「
や
う
て
う
」
は
「
横
笛
」
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
理解自体は、徐々に広まっていた。
し
か
し
、
こ
の
理
解
が
「
定
着
」
し
て
い
た
と
は
や
は
り
言
い
難
い
。
長らく〈清経〉の謡本に、「横笛」説が採用されることはなかっ
た
か
ら
で
あ
る
。
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
の
写
本
謡
本
は
、
ほ
ぼ
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「やうてう」か「やうでう」であり、「謡抄」に記されていたよ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
字
を
宛
て
る
べ
き
な
の
か
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
「
や
う
て
う
」
に
漢
字
を
宛
て
る
例
は
、
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
石
田
盛
直
節
付
本
「
横
調
」
、
同
蔵
南
都
社
家
伝
来
謡
本
「
陽
篠
」
、
法
政大学能楽研究所蔵下掛り六徳本系謡本「楊篠」くらいであり、
いずれも漢字からは意味がわからない。
こ
の
状
況
は
江
戸
時
代
の
版
本
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
す
べ
て
平
仮
名
表
記
と
な
っ
て
い
る
。
漢
字
表
記
に
独
自
の
方
策
が
働
い
て
い
る
明
和
改
正
謡
本
（
上
掛
り
）
や
西
森
六
兵
衛
政
春
・
吉
田
徳
兵
衛
刊
本
（
下
掛
り
、
通
称
「
六
徳
本
」
）
な
ど
も
平
仮
名
表
記
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
や
は
り
正
確
に
意
味
が
把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た
文
字
だ
っ
た
の
で
は
な
いだろうか。
〈
情
経
〉
謡
本
に
「
横
笛
」
の
宛
て
字
が
初
め
て
用
い
ら
れ
る
の
は
、
明
治
四
十
一
・
二
年
刊
観
世
流
改
訂
謡
本
で
あ
ろ
う
。
他
流
派
は
、
大
正
・
昭
和
に
刊
行
さ
れ
る
謡
本
で
よ
う
や
く
「
横
笛
」
説
を
採
用
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
現
在
、
諸
注
釈
書
で
定
説
と
な
っ
て
い
る
こ
の
説
が
定
着
し
た
の
は
、
実
は
か
な
り
遅
い
の
で
あ
る
。
謡
本
は
謡
の
稽
古
本
で
あ
り
、
ど
う
発
音
す
る
か
が
重
要
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
読
み
方
が
難
し
い
字
を
宛
て
る
こ
と
が
禅
れ
た
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
他
の
難
読
語
が
漢
字
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
「
や
う
て
う
」
は
そ
の
意
味
が
正
確
に
把
握
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
以
上
、
「
や
う
て
う
」
が
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
き
た
の
か
を
用
例
四、「やうてう」と「音取」
か
ら
確
認
し
た
。
「
や
う
て
う
」
は
鎌
倉
時
代
に
は
「
横
笛
」
と
把
握
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
理
解
は
近
世
ま
で
一
部
の
世
界
で
継
承
さ
れ
て
き
た
。
ただし、「横笛」という理解はなかったにしろ、「やうてう」が
「
笛
」
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
い
う
理
解
は
広
く
共
有
さ
れ
て
き
た
と
いえる。
しかし、「やうてう」はもともと「笛」のことを意味してい
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
の
根
拠
は
、
「
横
笛
」
を
「
ヨ
ウ
ジ
ョ
ウ
」
と読む用例が、ある一部分の作品内にしか認められない点、「横
笛
」
に
つ
い
て
詳
述
す
る
音
楽
関
係
資
料
に
「
ヨ
ウ
ジ
ョ
ウ
」
と
い
う
読
み
方
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
点
に
あ
る
。
例
え
ば
、
天
福
元
年
（
一
一
一
三
三）成立の「教訓抄」は、「横笛」の項目に、「クワウテキ」と
振
り
仮
名
を
施
し
、
「
又
売
笛
云
・
龍
吟
云
龍
鳴
云
」
と
異
称
を
列
挙
し、「続教訓抄」はこれに加え、「龍笛」「凰笛」「横吹」の異称
を
挙
げ
て
い
る
。
両
書
と
も
、
他
に
も
笛
の
名
器
を
紹
介
す
る
な
ど
、
横
笛
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
が
、
「
ヨ
ウ
ジ
ョ
ウ
」
と
い
う
読
み
方
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
「
ヨ
ウ
ジ
ョ
ウ
」
の
読
み
方
が
あ
る
程
度
認
知されていたら、詳細な「横笛」の解説にそのことが言及され
ていてしかるべきだろう。
『伊呂波字類抄』のような辞書に、「ヨウジョウ」の読み方が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
「
横
笛
」
が
そ
う
読
ま
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
は確かであったが、「横笛」は「ヨコブエ」と読むか、「教訓抄』
の
例
の
よ
う
に
、
「
オ
ウ
テ
キ
」
と
読
む
の
が
一
般
的
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
「
ヨ
ウ
ジ
ョ
ウ
」
と
読
む
か
は
、
近
世
に
生
ま
れ
た
説
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
う
読
む
に
至
っ
た
経
緯
に
は
、
何
ら
か
の
問
題
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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｢やうてう」私注
そ
こ
で
、
可
能
性
の
一
つ
と
し
て
、
何
ら
か
の
誰
伝
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
。
結
論
か
ら
述
べ
る
の
な
ら
、
中
国
音
楽
・
日
本
音
楽
の
音
階
の
一
つ
「
平
調
」
の
訓
伝
の
可
能
性
で
あ
る
。
「
平
調
」
は
雅
楽
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
十
二
律
や
六
調
子
の
一
つ
と
し
て
見
え
る
が
、
平
調
は
仮名書きすると、「ひやうて（で）う」「ひやうち（ぢ）やう」
と
表
記
さ
れ
る
。
こ
の
仮
名
書
き
が
、
「
笛
」
の
こ
と
を
指
す
語
と
し
て
誤
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
この推測の根拠は、「やうてう」が「平家物語」「大宰府落」
で「やうでうねとり朗詠して」、「月見」で「やうでうねとり、
さ
う
ノ
ー
枯
な
ん
と
す
」
と
「
ね
と
り
（
音
取
）
」
と
接
続
す
る
表
現
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
音
取
は
、
演
奏
前
に
音
程
・
音
調
を
整
え
る
こ
と
で
あ
る
の
で
、
「
調
子
」
に
関
す
る
語
句
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
例
え
ば
、
世
阿
弥
伝
書
に
は
次
の
よ
う
な
用
例
が
あ
る
。
んで音取る機は主なり。（「風曲集乞
③
祝
言
は
、
呂
の
声
に
て
謡
ひ
出
く
し
。
深
き
習
ひ
有
く
し
。
ま
さ
し
く
、
其
座
敷
に
て
の
時
の
調
子
は
有
も
の
也
。
此
座
敷
に
て
は
い
か
程
成
べ
き
が
よ
か
る
べ
き
と
、
勘
へ
見
く
し
。
先
、
心
を
よ
く
そ
ば、声先、調子の中より出る也。調子ばかりを音取りて、
機
に
も
合
せ
ず
し
て
声
を
出
だ
せ
ば
、
声
先
調
子
に
合
ふ
事
、
左
右
なくなし。（『音曲口伝」｜調二機三声）
②先、暫、初心習道のために於いては、一調・一一機・三声
の入門より、曲声の次第を分別すべき事。横・主の二あり。
①
調
子
を
ば
機
が
持
つ
な
り
。
吹
物
の
調
子
を
音
取
り
て
、
機
に
合
す
ま
し
て
、
目
を
ふ
さ
ぎ
て
、
息
を
内
へ
引
き
て
、
さ
て
声
を
出
せ
呂
律
に
取
ら
ば
、
横
は
呂
、
主
は
律
な
る
べ
き
や
ら
ん
。
調
子
を
含
う
で
う
に
ね
と
り
、
こ
き
や
う
の
あ
り
さ
ま
を
い
ま
や
う
に
作
り
」
（第二中「実定卿待宵ノ小侍従二合事」）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
平
調
に
音
取
り
」
の
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
「
や
う
て
う
」
と
誤
っ
て
伝
わ
り
、
そ
の
後
笛
と
理
解
さ
れるようになったのが、この語の正体なのではないだろうか。
能
〈
清
経
〉
を
含
め
て
、
「
や
う
て
う
抜
き
出
し
」
と
い
う
表
現
も
多
い
静め、調子を音取りて、謡ひ出くし。ｓ申楽談儀」）
①
②
は
「
機
」
の
重
要
性
を
説
く
一
説
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
「
調
子
を
音
取
り
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
。
①
に
あ
る
よ
う
に
、
音
取
は
笛
な
どの吹物で行なうことが多かったので、「笛（横笛）音取」と
いう表現が、まったくの誤りであるわけではないだろうが、「笛
に
て
音
取
り
」
や
、
「
笛
に
て
調
子
を
音
取
り
」
と
い
う
表
現
が
よ
り
適
切
な
は
ず
で
あ
る
。
語
り
本
系
の
『
平
家
物
語
」
に
は
、
「
大
宰
府
落
」
以外に「音取」の用例は見られないが、「源平盛衰記」には「笛
を
吹
鳴
し
て
、
時
の
調
子
黄
鐘
調
に
音
取
す
ま
し
た
り
」
（
巻
第
八
「
法
皇三井灌頂事」）、「大将は腰より笛を取出、平調に音取つと（巻
第十七「階堤柳事」）といった用例も見られる。
こ
の
こ
と
は
、
「
平
家
物
語
』
の
「
や
う
て
う
」
の
理
解
に
も
少
な
か
らず影響をあたえていると思われる。『平家物語」諸本の中に
は、「大宰府落」の「やうてう」に、「やう調」の字を宛てるも
の
が
あ
る
（
葉
子
十
行
本
・
米
沢
本
・
内
閣
文
庫
本
）
。
こ
れ
ら
の
本
が
「調」の字を宛てたのは、「音取」との関係が強いと考えられる。
延慶本の「月見」にあたる箇所では、
腰
よ
り
「
あ
ま
の
上
丸
」
と
い
ふ
よ
｝
」
ぶ
え
を
と
り
い
だ
し
、
ひ
や
れ
に
な
せ
ば
、
一
日
二
日
稽
古
し
た
る
程
に
む
か
ふ
也
。
能
々
心
を
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注（
１
）
「
稚
児
観
音
縁
起
』
に
は
「
漢
竹
の
横
笛
心
凄
く
吹
き
鳴
ら
し
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
が
、
漢
字
表
記
の
た
め
、
読
み
方
は
不
明
。
稚
児
の
持
つ笛と密接な関係のある表現だったのかもしれない。
（
２
）
以
下
の
引
用
は
覚
一
本
の
翻
刻
で
あ
る
日
本
古
典
文
学
大
系
「
平
家
物
語
」
（
高
木
市
之
助
氏
他
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
九
年
～
一
九
六
○
年
）
に
よ
る
。
ま
た
、
こ
れ
以
降
に
参
照
し
た
『
平
家
物
語
」
諸
本
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
城
方
本
（
「
平
家
物
語
附
承
久
記
」
国
民
文
庫
刊
行
会
、
一
九
一
一
年
）
、
百
二
十
句
本
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
平
家
物
語
』
水
原
一
氏
校
注
、
新
潮
社
、
一
九
七
九
年
～
一
九
八
一
年
）
、
享
禄
本
含
享
禄
書
写
鎌
倉
本
平
家
物
語
」
高
橋
貞
一
氏
解
説
、
雄
松
堂
出
版
、
一
九
七
八
年
）
、
平
松
家
本
Ｓ
平
松
家
旧
蔵
平
家
物
語
」
古
典
刊
行
会
、
一
九
六
五年）、両足院本（「両足院本平家物語」伊藤東愼氏・大塚光
信
氏
、
臨
川
書
店
、
一
九
八
五
年
）
、
竹
柏
園
本
（
天
理
図
書
館
善
本
叢書「平家物語竹柏園本」（八木書店、一九七八年）、
そ
の
他
の
諸
本
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
・
紙
焼
き
写
真
で
確
認
し
た
。
ま
た
、
『
平
家
物
語
』
諸
本
に
関
し
て
は、『平家物語大事典』東京書籍、二○一○年）に拠る。
（３）今回は、国文学研究史料館蔵のマイクロフィルム及び紙焼き
写真を用いて、版本全種を調査したが、すべて「やうでう」
「やうてう」「やうちよう」「やうぢよう」という仮名表記で
の
で
、
俄
に
定
め
が
た
い
が
、
一
つ
の
説
と
し
て
示
し
、
大
方
の
批
判
を
俟ちたい。
【
付
記
】
私
が
大
学
院
に
入
学
し
た
と
き
、
表
先
生
の
授
業
の
演
習
は
世
阿
弥
自
筆
本
の
輪
読
で
あ
っ
た
。
発
表
者
は
事
前
に
、
先
生
か
ら
資
料
の
添
削
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
私
が
自
分
の
担
当
曲
〈
知
章
〉
の
資
料
を
見
て
い
た
だ
い
た
と
き
、
先
生
は
資
料
を
一
通
り
御
覧
に
な
り
、
いつもより柔和な表情で「作品研究はまず語釈だから」とおっ
し
ゃ
っ
て
い
た
。
こ
の
言
葉
は
、
私
に
と
っ
て
、
今
で
も
大
切
な
戒
め
である。心よりご冥福をお祈り申し上げる。
な
お
、
本
稿
は
、
國
學
院
大
學
松
尾
葦
江
氏
研
究
室
科
研
費
共
同
研
究
「
文
化
現
象
と
し
て
の
源
平
盛
衰
記
」
研
究
発
表
会
「
源
平
盛
衰
記
と芸能」での口頭発表がもとになっている。
あ
っ
た
。
（４）『麿々言』の内容は、『謡粗志」ほぼ同一で、次のようにある。
横
笛
ヲ
ヨ
ウ
デ
ウ
ト
云
て
或
人
云
昔
シ
朝
鮮
人
対
馬
へ
来
テ
横
笛
ヲ
ヨ
ウ
デ
ウ
ト
云
シ
ヲ
對
馬
人
聞
傳
ヘ
テ
今
二
云
ヘ
ル
也
中
山
大
納
言
記
二
讃
ミ
ノ
カ
ハ
リ
タ
ル
ヲ
書
ケ
ル
ハ
對
馬
音
二
横
笛
ヲ
ヨ
ウ
デ
ウ
ト
云
如
シ
ト
云
ヘ
リ
ト
ソ
（
東
洋
文
庫
蔵
写
本
を
国
文
学
研究資料館蔵紙焼き写真で閲覧）
『中山大納言記』は、この記事が確認できない。
（
い
か
い
た
か
み
つ
・
本
学
専
任
講
師
）
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